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★お知らせ★ 

発行 鳥取県水産試験場（電話：0859-45-4500） 

平成３０年４月から下記２社の広告を１年間掲載することになりました。 

いつの時代も、技術とサービスをもって水産業・漁業の皆様を支援してまいります 
 

西日本ニチモウ株式会社 
 

      本    社  山口県下関市小月小島2丁目3-17 〒750-1136 
                                     電話 083-282-4041（代表）  FAX 083-282-0424  
  境港営業所  鳥取県境港市栄町67番地  〒684-0006 電話 0859-44-0475   FAX 0859-42-6330 

掲載期間 H30.11月下旬 
       ～H30.12月中旬 

第207号 平成30年11月版 

11月中旬 19.3℃ 

（電話：0858-34-3321） 

鳥取県栽培漁業センター 沈砂槽 

鳥取沿岸の水温 

平年より 約0.6℃高め  試験船による海洋観測結果（11月上旬） 
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共和水産株式会社 
代表取締役 岩田 祐二 

〒684-0006 鳥取県境港市栄町65番地 
TEL:0859-44-7171（代） FAX 0859-42-6530 

水産試験場 
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鳥取県沖と隠岐諸島周辺海域は19～21℃で、平年
よりやや低めの値となっています。 

鳥取県沖と隠岐諸島周辺海域は15～19℃を示し、 
日御碕沖北緯36˚ 50'、鳥取県東部沖37˚ 以北に10℃以下、
岩美町沖北緯36˚ 20'に12-14℃の冷水が認められます。 

鳥取県沖と隠岐諸島周辺海域は19～21℃を示し、平年
並みの値となっています。 

山口県沖北緯36˚20'付近、隠岐諸島北東、北緯37˚
付近に4～7℃を示す暖水域が認められます。 

・島根沖 冷 水     ： 日御碕沖北緯36˚ 50'付近に認められます。 

・山陰 若狭沖冷水：鳥取東部沖北緯37˚付北に認められます。 

          岩美町沖北緯36˚ 20'付近に分離した冷水塊が認められます。 

・沖合の対馬暖流   ：島根沖冷水の北側を通り、隠岐諸島北方に北上しています。 

分流が日御碕沖島根冷水の周囲を反時計周りに流れています。主流はその後、 

山陰・若狭冷水に沿って南下し、東方へ流れていると考えられます。また、一部が

分流となり、岩美町沖の分離冷水域に沿って東方に流れていると考えられます。 

＊県内の漁獲情報については水産試験場ホームページ (鳥取県水産試験場で検索してください) 
に詳しく掲載しています、是非ご利用ください。 

     11月上旬の水塊配置と対馬暖流 

★水産課からのお知らせ★ 

■ 漁業許可証更新情報 （１２月３１日まで）    

◆小型機船底びき網 ： かいけた網  
◆こぎ刺網 ： きすこぎ刺網 
◆小型いか釣り ： 小型いか釣り （５～１０トン） 

特選とっとり松葉がに 「五輝星」 、世界記録認定！  
平成３０年１１月７日（水）の初水揚げで、 

賀露地方卸売市場（鳥取港）にて、第三生洋丸
が水揚げした特選とっとり松葉がに「五輝星」が、
史上最高値の２００万円で競り落とされました！ 
この「五輝星」は、「競りで落札された最高額の

カニ」として、世界記録に認定されました！ 
なお、この「五輝星」は、落札したかねまさ・浜

下商店様から県に寄贈され、「とっとり賀露か
にっこ館」に展示されています！ 

蟹
謝
、
蟹
激
で
す
！ 

★寄贈感謝状贈呈式にて★ 
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栽培漁業センター 

 県内の河川ではH26年からアユの不漁状況が一段と厳しくなり、これまでにな
い不漁となっています。その原因として天然アユ資源の減少、河川環境の悪化、
餌となる付着藻類の減少、カワウによる食害、疾病の影響等が考えられます。当
センターではこれら不漁原因の対応策を見いだし、アユ漁の復活を目指します。 
 11月下旬から天然アユ資源の減少原因を探るために、日野川河口周辺の海域に
て夜間にアユの仔稚魚を採集し、仔稚魚が生まれた日の推定や、胃内容物調査を
実施します。今後も調査へのご協力をお願いします。 

県内の河川と海域でアユ資源を 
回復させるための調査を行っています! 

採集（網を曳いています） 選別作業 採集されたアユの稚魚 

 平成30年度第一回境港地区漁海況連絡会議を開催します。 
 当場研究員による漁況予測に加え、今年は、太平洋クロマグロ資源評価結
果や最新の研究成果についての特別講演があります。 

記 
日時：平成30年12月14日（金）午後1時30分から午後3時30分 
場所：境港商工会議所大ホール 3階（境港市上道町3002番地） 
議題：海洋環境、浮魚類、底魚類の見通しについて 
特別講演： 「2018年に実施された太平洋クロマグロ資源評価結果     
        と最新の研究成果について（仮題）」 
  国際水産資源研究所 くろまぐろ資源部 くろまぐろグループ  
    主任研究員 平岡 優子 氏 

●解禁直後の漁獲量 
…前年を上回る 

…前年並 
…前年並      

 10月4日～23日にかけて試験船「第一鳥取丸」で着底トロールによるズワイ
ガニ漁期前調査を行いました。  
その結果、今漁期解禁直後の漁獲量は松
葉がには前年を上回り、若松葉は資源管理
強化もあり前年並、親がに（雌）も前年並と
なる見通しです。 
 また、漁期全般としては、漁獲量は前年並
となる見通しです。       
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